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1 ィォニァ学来 (Thal“ 640～昇6B£ )

ギリンァの種蹴 としてf諭りに栄えたの
iき,イ ォ ニ 碗 駅 江 でぁ ります。理l凡地 の
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〔定理1〕

C

汁曖亀ぼ相手 し Lt理増.栗
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AB ncP=0→ (1::Iガ殿

膵理幼 2手ュご由形の商た角は相手し。し〕.

A                       ・
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。
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8)一



t営響31黒  3う の内角硼 手とぃ3漁影
壼,13奮彰びぁる。
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〔定理 7〕 3凸 F/の 2つ の申由の範は,2豊
角よリノ`さい0.

A
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〔燿曜87.‐ ななゎる2二績■.第 3の 直線が共
わ,な らい,は.じめの2止棘あ卜わ0側
の`日榜中角の和は,2止 負より1ヽ さい.
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い側の日榜P内 角の和は, 2三 角ょソ大き
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餃た1

わっく

ししヽ、

の二線 が夫
2良 角に竿

2っ の平行線に,第 3
作る日停内角の倉は)

〔に理11' 2直線 に第3の 直線が夫ゎっく作
3日券内自の」績が 2直.角 に等 しけれ |まち
はじめの 2直線 は,■ に平行である。
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ｉ
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Ｃ
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・

(負理イ0,  2重線上第3の 上線が
｀
大わっいて

作 る日傍:内 漁の莉が2直 白よ リノlヽ さl)″と

lL嵩よ
｀
霧【漏孵ぷ隻lrfll↑

の子行公幸)第 S公率 )

II

縫理12〕 2直線 にメ5の 道森バえゎっく作
る日傍内角の和が 2道 白より大き:)オt職|

|よ じめの2直線 lま ,日傍内角の和バ2良
負より人きぃ側の反対側で矢わる.
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(騰・説〕 鞣理43)

交ゎって

2つ の平fT様 に,芽 もの二表が
作 5日位白は,相手 とぃ。

ａ

　

　

４

未古 言合

in4f}―→α=β

a∫
上lム }一―→ α//ふ

etlⅢ 141は ,平行綱拗ィナ露にユ
・
自し)ら れる。

ト

ー

=■
メ■β〈2 LR
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+F==2 LR

ニ メ十β〉2LR
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職理 15〕  2っ の平行織に,第 3の 直線パt

夫ゎって作 百錯 角は,鵜等 しぃ。

1/

蘇郡里17〕 1っ の直線 に,平 行
・
な 2ヽフの相騨。

る豊維は,ま た二年平けていぁる。
ａ

　

ふ

　

　

ｃ

}//―

1//

in`β なl 二→ α_ρ

〔定理161 2直線 に,第 3の 直線が大ぁっ

て作 3錯勇″ヾ相千しけ'潔 いり |ま ごめの2.

遁粥象は,ュに平行・である.

10ピ |}一→ ヘノム

〃

〃

α

ネ t}→  供〃c
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間 薄 1

(1) 2手23角形の頂ムの2年か練は,

なユふ菫重に2半分する。

(2) 2手辺3角形の頂点となしの中点■
・

結ぶ盤かは,項角左2等分しなユ 11金

重て'あ る.

(3) 2等辺5角 形 わな辺の豊豊2等介線
|ま ,畷彗ミ左Aこ り喚亀と2年針す る。

“

} 2千 辺3角形 の項3彙 び`らなュヘの豊
線は,頂 白■2半分しなュ■2子かす
る。

/

(3) 2当た
=L3角

形ρ ttk主との薦寅鵠孝ヽらで る
2つ の 中線 の長 ざ|ま ,欄 等 しこ)・

(`} 4こ影の2っ の汁彙練パl■ 1こ 饗墜 2
畢…かすオt:書ヽ

,そ の期対寸 3ュか長さ:ま

七メこそ・1(鮮 とし).

t7)

扇箭写
θ
ttfご

璃〆μ

(3) 国のょぅ
の

“

輌なの 1

乙ス?d
で あ薔 .

に,平行2重緑ハ8,① の間
′ミ

=7と
丁れ:ご〕

==乙 BAP+ムDc?
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(9)2つ の自にあぃて,そ の辺バ互̀に坪暉丁
なら,2つ の角はネロ洋tぃ な、または二に
満 :白 ■なt

(lo)平・FTな 2嵐線に,第3の 良様な交ゎっ
てヽ作る1組ρ錯角の2年介縦ば,三 卜手
子†である。

(11)が )β は,2組の平オ蒲寵がらで`きた嬌
である。どんr6t関 係にあるム.

イ13)次の3っの彎暉調鴨手でま′脅tFォtの 機 バ′つ

lb F具をいあるとき,そのゝ島場覆な4=ッ♪ゼ点うの

二命題バタったに基であらがヽどう少菫調ヾ

よ.

々鷺詳I浣車o加等にっ、、2、

1竿なシず初符繊白も〕.

2手 ならば如待 ′t争〕.

3等 ならばフ特 なホい。

(ただ
｀
ι)ノ′2,3等 以外の″満争はなぃンすJ、 )

弼 I年合 についで,

明弟生れぬ燎 》満 6嘴%目 減上である,

コg添滋椒m人武 高 47r∫親裟Fマ齢 3、

六正生にの人庫。その中町め智 あ3.

(た だこヨ脚 +3圭粁可現 海とす 3)

榊 詳皿

肺 rtは 本たうえtヽ .

ハぃう夕か・まずは/AN園 たtゝ 3、

た :t=民 る。

ノ

(1つ 立木の罵多の桑ざで,そ
知嗜 にはどう寸ブtばよヽヽ

の主人の高もL
″ヽ .

／す
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Tピ イコ・ラス学末 、fP/thagorS・
“

2～ 491a→

イオニ7で ギ`リンア文g8の さむバCIを な
こたヽ凛st中ヾとするイオニア学スは

,

邁く1ま なれたイタリア串等の議寿―帯の
ギリシア・/0種:民地 itま で,牛ヵなのいし
え。この北ていの教単者のべ募載ド駒 酔ras

tttTr111組
,,電

じ1窺 ぽ
のサこス島の名口1に 生歿よした。 |ま むめ

A■axi n測っsの承:え L受 1す ました妙ち ゃ

が て,数学の撻生地エジ7・ 卜に留単嘔し
,

tら に,′ ビヾロニアイtt｀ あたといわ米て
います。

ての後 ,椰ギ 》nSは ,ふ るぎとのサ

毛入島 にり肇り撃皮 たたてましたバ 欠敗二L

ま した o当時・のギ リンアえ鳴 lよ )イ オ ニ

ァj槙 諷ノヒ小ら ,イ タリ7漱部,槙魔いL〕

いわある人ギ リンア :↑ 移 りつ ゝあ りま l′

た 。

考手I轟幕レlや
a91lS Iよ )イ タ リア議

いって学檬 た てま

した 。とこ多がヽ
,こ 漱 は数 とし、ラよ リ

毛紫秋白0な及貫であ りました。数 学的な

言暑litttT『1:撃 lさT
も大きなチカ ともち,最後 にぼえな来の

人 の々ためら皮 は■ 今″tッ犠押略島殺さ

メ又 ιまいました。実Lみ識 1朱 左キ ったこ

のサ派″根学縛な発Lせ Phふわ s(12S、よむつ
が書ぃたも物 のあ″ヽデで知るこヒができ

ます。

引懸♂漱S学来の人たちには,すべての
現友のtと は数であちて,おむ蓼査省学で`
おりました。ですから,iOθ 円ざ i3このイ .

ヮシ |ま 280■ では有尾 ハえるか とぃうこ

とぽけた畿ミ |■ する商た■ |す いべう しま

した:薇じら|も とつては科学の肺 えよ りも

むヒ3数の神継)の か Jヾ 中,0で
｀
ありきした。

tし たば
｀
, `は生黒,71研豊凍,8ぼ 桑

愛もあらわすといつたようにし

桑議ム2協1ぜ寛誉T誇麟

―
イ 17)



軟 理 i3〕

手 し・し「 .

6角 F//の 内亀の和け,2直角 1て 練夢ユ18J源2 3角形の4つ の

にとならなし`どの本l角 よ 1〕

外白:ま ,々 式

も大き、ゝ。

 ヽ       ⊃
ι

ムABc _→ ∠Afz B十 ∠こ= 2LR 乙ムCD>左 A

∠ACD〉 .4B

3角形は,円 負と tて 2つ 次

また1ま製三角左tて なぃ。

軟理18J系 1 3負 形の

内汁白の和に等 Lぃ

1つ の外負は,そ
0

ρ に理18j票 3

上 の直 負

ムABc_→ ∠ACD=ニ ム +乙 B

18



に理 18)天4 直 角3角形の2フ の鋭 白の和
lま ,1直角でぁる。

A

ムハBι におtlて ,

∠C==乙 R中→ ∠八十乙31=乙 R

購誓尋:93 2つ の血金3亀影にわぃて,斜え
21鋭角と,ヾで,tぞ札相手 しけ漱it、 こ

ltら 2つ の上角3白形は合Fビ ある。

2っ の直角5負影 にあいて,料ュ
1ことバそホゃ凝相手 しけ晨はち
2つ の二負3白影 lt合い日でぁる.

m201
と4Lの

こルtら

後瑳IIR}二
MBこ≡ム

|ご`′

は 理 21〕 L白影の自由0和は (2■-41ZR

て
｀
ある.

ムハBcと △バばc′ とにおいて,

■角形ηB¨・7t→ 』ヒト・ヽtZR=f2■ 41ttR

Ｃ

　

と

　

ハК

Ａ３Ｃ
　

〓と

ざ

ν

＾
ヽ
　

　

　

Ｃ

コ
　
　
Ｂハ

び
　
　
ム

螂
　　　↓

ｌ

ｔ

ｒ

Ｊ

”
般

禦　旗　　裁
19 T―――――



R  PH

無理り II系 1.正ん角形 の1つ の 内 角のXt
主 |さ (2-4)乙 R てある。

正n白形η10… ■→ ∠1lP3= (2-会 )LR

臓理露〕票2

法3.
11角 T//の 外亀の和は,4JRて

゛

n白形■■・…■ ― 肝 θ2+・ …十θ鶴=4_R

20  )一一一一



問  題

(り 平行な2五級に,1井 3の直線が拠わつ

てイ争る1組ρ司膀内角の2牛か線 lま ,■

に二交する.

(3)預 角バ薇の二年二3角形のな角のえき

t乞 あらわす式た作オt.

t4)△ ABCの ∠Bの 2導分線■,∠ この

外角の2等 分線 との林 左Pと するとさ
,

つぎの■とな罰L31せよ.

∠BPこ _書 ∠ハ

(5)たの図のような星
形彗角形 の環 点、での

5つ の角の和 は ,2とR

に等itぃ こと亡江31母 .

(6)な の 図 に示 した 8 frl

の角の和 左皮あよo

")た
の日に示し

た 71個 の角の和

三_減 めよ。 :亀 :ミ

714Bの 負め和主

戴めら公べt4tれ 。

(3)｀ 2等ユ 3負形のたとの両端から′汁こ

に下した妻線の摂繁‖まず
・相羊 しぃことと

・
証 昭 せ よ .  ・

――Tく  2■



(9)下の日ぞ,ギ
=:,シ

ァた事て
い
ぁら

た角のぇきさ■ズ、、■0

わ さ点 (13)な の日は,さ
曰な正オ形 グヾ

。3
つて

｀
できて t・ )3:

∠4LBtzAF3+∠ Apl_ 9θ。
さ性日■は .

(4)‐二17L角形の 1フ の内角の大きさと,■
)1角 形Лィっの外角の大きtと か等 しい

とき,次の牛ベバ離 すJこ とと示し,こ́のよ
L∫

甦
:「 lIFlF」:碑

すべて
'kめ

よ。

〔13)辺教■33,rでぁる 34日 の正多角がち
1黒 のまわりにさ秩り毛せ事,す きrunも

がべ立せる。

(16)下の日のように紙テー7″ ■2っ に折る
と,ま なっ■部分はゾんな形になるが.

止連
□

f10)■ 角形のオ角練 の縦、数 は, 士
“

(昨⇒ 本

て
｀
ある.

(11)に 一 方の3角 形の2ユ ヒ1角 バ ,そ漱

浄ルt4tオ の3角 形の2ユン 4角 と1■ 尋:し

けJtiか ,そ 漱ら2｀フの3角形 C,冶,日 で`

ある。''と ぃう梵理:左 七んた。 こゴには,た
理 ンする責格がぁるか。

(12)。 _方 の3白形の2負と4辺 パ,そ た

ぞ漱蚤究かの3負彰の2角 とイユ たに等=じ

けれは1そ 4ら 2つ の 3角形は、今日て`
あ 多。

)'と
ぃぅ冷 蠍 は定書聖星 L.て よ ぃ り、。

１
一２

≒
「
〓

じ

４
一い

る
　
十

■̈
りヽ
上
Ｐ

なくな

一一一―( 22 〉―……一・



lt422〕 3角形の2ユム坤詳串こくながった
ならは、 その大きれとに注 する内台のか
が口 l、 さなュκ寸すo内角ょ りヽきい・

ムABC において,

41,ンこ→ 4の乙B

篠理2→ 3角形の21が相手しくな″ヽった
なら:ざ,そ の人きな角に対する契レのオヘ
メl、 さな角代討する辺ょりえきtb.

A

△ABc におぃて
,

乙B>∠ C―)スゅ A3

C

に黒 2つ 飛1直角3角 形にあぃてtょ ,魯辺
パ蠣日そのれて・ある|

ムABじ におぃて,

∠C=LR‐→ c)■
,ι

鰊澤 23〕 薫24亀 薇ヒ 1建 線上 の点 羞釉
Jr線分の長さのうちていは,こ の定・ミかケ
■のた上線に下した菱緯oモざが最ホで
ある。・

´

A  Aュ A.

PAく PAl,PAa^、 7A3ぅ °・・ ,̈7A.。

23



陸 24J ち角情多ρ
より大きい.

(趣24,飛

ユ よ t)ノトさ

21辺 の用 は ,た 。の 1辺

△ABC

|ム彰の2との差は,在1の 1

し  ヽ.

“

ＡＢ

ＢＣ

り

Ｄ

”

脚
昭
帥

ｆ

ゴ

可

Ｌ
↓

<CA

くA13

<BC

蘇電認53 2つ のお漁影〔ι嵐し)t, 2組の
この長さがて水そ岬 I‐

‐t,4,ぞポらか`
lま ざむ内中に入ハヽがあれlむ,ぇきな角κ
計する芽3こ″長

=は ,ふさな魚c対す
る井3こ の長:ざ より大きぃ。

ム甲 Nとによ工)て ,

→ BC(MN

練毒場 素 二つの3角形に二いて、二五
のユの費

=が
で■ぞれ租等しく,第 3ユ

鯖」二ど1繁力査Ittξ瞥
りえ きい こ

∠A3じ とムLttNと
1こぉぃて́

△ABC →

こ

Ｌ

　

Ａ

３

３

　

と

Ａ

Ｂ ヽ

じ
ヽ

い

Ａ

　

Ｂ

　
Ｃ

ｒ

ｉ

く

ｉ

ｔ

ー」
「判曇

ふ
お
だ
４

Ｎ

↓

ヽ

Ｌ

ｒ

ｌ

田
躙
ＭＮ

〓
言
＞

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ａ

Ａ

３＝

24
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問 題 .3

(1)ム ABこ 内に1点

ハB tt AC>
である。

(2)△ハ〔cに あ し`て)AB>ACと こ′な

と Bし の中点■Mとす洪で ,

.∠ AMB>∠ AMこ
て
｀
あ 3.

(3)曲 4ュ彬内に4魚 たとり,こ の点から

4つ の■点にいたる躍彙 の用 な量小に し

たい |こ の。や。■ど こにとればよぃか。

14)1豊癬 と ,そ の同じalJに 2点、A,3″゛

ある。貞線 4上 に

'点

■■裁あて ,

パP tt BP
■■ /1ヽ にしたぃぅ?。ほなプじにとメtiいよ

し` かぃ.

15)二 漁 3白 影 ABCの 直 角の頂 :ミ A夕ヽ

ら,なたBCに下した豊線の風tDと
す′tl式

スB十 こAく BC tt A D

て・ある。

(`) ムハBし のユ BCへ の中線 LA Hと す

漱レiま
ヽ`

,

A亀 十CAン 2AM
て

'あ

る。

たとルtiざっ

CP ttp B

- 25



『

理261平行4ヱ影にあしヽて体 ,

(l)そ の相碑32っ の内角め和 :よ,2直
角に導 しぃ。

(2)そ の相対す5角の人 は`,用等しL).

C31モ の程汀す3ュ藝長ざ腱b相等 しLl.

03での計負練 瞳ン・
に化左2半分す3.

″ハBCD

椰  '

″ハ30デン硫距緻

D

″A3め →

に理26〕 系 2つ の平衛棘ヒの円きに壼直な

直線バ,こ れらあ平行線漆 らきりとらん

`線
分海長 ざC,

ぃつも一表ズ あ

る.

″B写 ― 、=oo減 ,

“

わ

一一　
一一

麒

腱

ｒ
ｌ
ｌ
ｔ

↓

配

の

一一　

一一

〇

　

〇

Ａ

３

一１

篠理2714嘉にあぃて,

“
〕 2 AE_の パ諄この長ごバ,そ 1ビひれ相宰

しぃ工言.

(2)1綱』奮Lの長ざが祖率とく,か つ

平 行 で あぶと き

(3)2組 o河 負の人
=さ

が ,それ ぞ潔闊

等しぃ二
=,0・N■線が,二に花=2+分す3ヒt

平イ守4裏り肝夕て
｀
乏ら3o

D

0こ形ABcDにな tヽ
ハD`Bc_→ だフスBcD

に旗 ,8

1:=∫l}→″郎CD

4覇多ABcDにおt、マ̀

鯉 23〕

:::二tt}→″ABCD
短形ハヘ角店,すべて豊角で務3:

コi El=】R}ず
∠BttZ盤=夕 =4R

3       b`   6″

Q〃4→ ,A5=バB4=

t左 42)

4執 R°

″ AB Cl

「
4D‐R

ら:こIIII1lFD
4ミ蒲多ハBCDにあぃζ

Ё
=1:ト

ロハBごD

――一一く 26



掟理291 内角がすベマ重白な4n「/● は

矩形も 3。

欧葛 1〕 汁 角線 の長 きの相手 tぃ 平行
4コ瞬杉 lま ´大置彰費 ぁ゙る。

″ ABCD において,

AC=BD →  Eコ ABCD

侠里321 良 角3角形の斜たの中ご、1‡ ,

頂点から竿 臣離 にある.

包 青多ハ3CDにとぃてD

“

F―/B=∠ C豊∠D=4R→ 口 ABCわ。

熊理 50〕 矩形の対颯線 の長 きは,相手 し
い  o

ハ

C

口 ABcD→ ハι=BD

ムABCに おいて′

∠ (

ハ〆

(M

- 27 -



駐理3つ 嚢形の
しし)・

4つ の理p長さは,幕ギ蓄 〔た理351愛彰の計負線は,

に2半分する.

互 に化 2壺止

4二彩ABCDにあいて,

D

Ｄ

Ｃ

」　ｍＡＢ〓Ｂ

略
　
　
Ｆ
■

A:菫 BC}…
→ AB=Bc==CD=)|

貯電邸■ 4つ のこほ tの手しぃ今と彰
は,称ちて

゛
ぁる。

4二1多ABCD において,

ハB― BC―C)=DI―→
{

4覇 多ABcD

r

4ユ聯ABcDにあtlマ′

属笙::}― [::圭弱
瞭押諮63・ 汁角線パ■に化■負豊に2春分

す04ユ形は,鶴 ,でも
ぁる。

――一く  28



腱理3り 3自影の2とわ中点t結ぶ線か
lt,鮮七.と に平行ざ′長さはその半分 に

等 しい・

ムABC にあいて,

MNユ 士Bこ

0喜壼37J飛 3負 7/の 4="中 点 色tり
,

化のユ掟平行な二絲ぶ ,■ 3れの中点t
iる、

.

崎 え〕 平行4二形,長ぢ彩.(.矩形),受形′
工か形の分類のなかとわえより

ιＰ
〓

′　
　
絆

瞑
　
　
　
　
↓

ニーーニ( 29
―



題   4間

(り 缶彰 の平 行 ざな ぃ 2導の 中・ミと編 ′ζヾ根

分む,｀ なこに平行で,そ の長史 は ,両な

の長さの和の半/DXに手 しt)0

("佳もの4ユFr/の ふじめ中点t llln次に藤々 ｀
ア`

.=ろ 4辺レ彰 は,平行 4辺形 で ある。

ユ降 9イ 経 の
'守

この 中点、た,対 負線の

中点 二=嘆次 に継んて
い
て■ 34ユ Fr/ぅ ′

平行L4ユ
形 で

｀
ある。

(3)任意 の44彰 の相討するこの申、こt編

1ヾ 1蹴 分と,封
‐負練ゎ 中点、t結ぶ

ご
二緯 ヒは,

夫点である。

鮮)平行4ユ彬 ,矩影 ,た形 ,エオ彰 たい

うい3の 考法で分囀に よ。

A.

0朝黒鷲t'ス ,電 1黒結:轟:

道踊セ橋 χ■任μ .

(6).Fぶ 形の相対162ユ 上 に A,32、ニ
ヘ

t仁拳tに と′る.鼻ケハB.

t豊豊な豊緯が,工な彰

の″にの2たとたわ 3点、t

こ.Dと すれ饉t    '
ハB==CD

て
゛
あ 3・

t71ムス3し の ZB,∠Cの 二半分線が,芦ユ

ン ヽ ゎ 3よ、■ 2ELし ,BD=LCE Lゝ ざ

ムハBと は)2率tざあ 3・

Ob この島 :よ ゛tじ Иつ`ら, ぃの自題

は,そ んな にやヽ し4は なLb・

●
B ( 30 )―

― ― ― ― ― ― ―



(3)下 の日のように子-7・ た2友網略 と
,

台形ハBCDパできる.こ の書影庁ゾんな
lle資 色二っか。

(9)Tの 日のように、自じ`はぼb2本ものテ
ープ左tねると,きなつた部い つたに

■形にrJる ことな江明せょぅ

|:::〕ャくヽ〔、、
′              

｀

｀

-31



摯鋼ヨ383 2超0‐長tが1,そ人ぞ災αおよ
賞
`で

ぁる拒形の面積 S自 は・
公式 : S口 =o_=

ずあたえられ0.

μ男邸9)平 行4ュ形の面積は,なた の長
tと で力tに 対する高ぎLの績 に牛 しい。

s々 == at

R理降り 3角形の面積は,慮ユの長ざヒ
で晨に汁す0ふさヒの琴わ半分にギしぃ。

SA=

陣 4哺 茉1      有する2つ の3■

彰 にあいて,キ しそ北らの■点L籍おヾ二

警菖彩;略鼻漢」L[皐til l濯
′ら2つ

1

士αた

｀ヽヽ  |し 。_‐ ‐́・

- 32



〔た理い0)ス2 頂瀬、■共有する2っ の3白
形におぃて,七・ヒゼ」tら の心理男 日ヾ・ビニ
紅 に

'あ
るなら1き

ヽ
Pヒ北ら2っ の3角形

の面積 のレとは,そ のなこの長 きのレヒに等
しぃ 。 P

l_ズィ(11〕】ヽ、:≧≧1-墓T

ムPA3と △PcD とにおいてぅ

ん,犠織→潔卜持
鞣理41)台 彰の面裁 は,両なの長さ碗

に,高さ t掛けたものの半 分である。

S●ABCD=告 (→ t
C

3負 形の1契)に 平行な重燎 は ,

イセ∩2ユた相 辱iし い比 に分 ける。
A

▲ABC l■ おぃて,

ApDE′ Bc一 →
DB

演理 4‐2〕 系 3角 形A3Cに おいて,庵直し
3じ に平行な直線だっ24A3,Aじ ユ史

わ3点 とそれそりtD)巳 zす力t lt゛ 、

ＡＥ一だ〓

AD ニ
AB′

て
い
ある。

ハミ   DE
一

  = 
一Ad   3C

△ABC i藪ちLゝ て
,

3こ/DE→ 諸=倍=器E

33 〉―一一―



“

理433 3角 形 の2辺左,日じた に日Ft‐

民へかたは外分寸 番点 t箱 ぶ直線 は,第
31と に平行 てヽ ある.

ハ

tt4451 3角 形 の 内凸えは外 角=2半
分

する麟 は , そノtF汁寸るれ た化 の2辺
のrLに ,そ Дぞよ肉分または外かす3.

C3

(由  分 )

じ

こ Fト   グ>)

|こ ましヽ てヽぉハ ABC

乙BAD=ムじAD   ご:AD―乙CAD

1ュ L化の 2辺の出

点 た ,センL It討 する

の 政 ′l春 た |ま 頂 負い

it J● tゝ
‐
て,△ ABι

DBAB   ,c

EADE=乙 (AD
ムBAD=乙CAD

)一 一

¨

一

(自 分 )

△ABC
AD _
D3

において,

AE
EC

→

(警

DE//BC

鞣 軍 443 縁 分DEと BCが 平行 て1,線分D rむ里4勇 系 3由
"のBえ はその工長 上の 1点 Aに せ して にRケえ l‡ 外分寸 3

嗅点、に艦 無Lt線はたAD/AB=→ e/8こ  バ成 りた 7:ゴ ,

31僣、A,L,Cは線 て
い
ある。 タト負=2率介 する。

ハ

，
ぼ

繕fI}下 3,、へE,C洪Ⅲ
___…〈 34



〔定理46〕 「2っ あ多角形だ格似の住EにJκぼ「
その裁力するユな すべて廂醸宇とく,での汁
声する.書tすべて相手t ιl。 ′

i

掟暉46〕系 2っのラ角形におし:ズ 。その対た
すう凛の比バ`すべて相摯しく,そ のせたする
白書すべそ欄十し,す /11゛ .こ基ら2っ の多角
影は3中□痴 仕壼護1ご dダィことダてtrる 。

ぽ尊理47〕 2つ の3●形において,ガロヽす
02組の辺が費締4し ,そのはむむ角η゙相
牛しlTヵtい,こ 水ら2つ の3角形 は,二
にオ幽餃ぜある。  L

C H

ムABCと 4 LMNとにおしヽて,

1詳 =4キ

|_→
4ABCαンLM轟

賢克?る 111[][1:1:壻 111｀ Iれ

の3角形は,三上 相はである。
い

ムAICと △LM Nと にあしlて
`

2組の

う2,

41協鉗レニ‖角静旧り.イルt,て ,“ =手 )

れ4彰消魔り:

′ 35

11:≡熱〉一→△A3じυ04LM N



l寅妻二491 2つ の 3白形 にあ tヽ て
,

33れ の辺バ比例寸丼tは1■ 友 ら

3白形 は,二に相 億
い
ある。

1定理 51)相似 3由形の面積φには,えずむ

ユの光の2魚 に準しいo(相鳩 :も π多の面

積 のには、計えた の2未の地に等 tt).)

3ノ
/ハ＼c∽

乙ABじ と 此́MNと |■ おぃて,・

4ABC“)4LI上

ァ
撫 =(1押ド=ダ′

(讐・鴇=譜 :

鰈ユ Sl)示 相似 夕負F//の 面積の比は,計

相対 す

2つ の

‖
=論 =讐←鶴→ムABC∽ALMN

〔薄理50〕 2｀つの適A3角形にあに`て、斜
こ の試コド他 のイ組 の辺 の此 に挙 しけ晨 鳴

これ ら2つ の豊 負3白7/rは ,‐ l_― 相夕ご

あ る .

おこの2魚の比に半 lい

ト

ECカ

乙ハBι ヒムLMNとにあぃて,

善 =持
雲 }二 4ABじ ∽△LMN

鰍 贋;辟裁 榊 品 ヽ
語 邦

36 ト ー



購男132)二角3白彰の斜ュの平力:は ,他
の2ユの平ナQ和に半 い o`(3平方の彙崎

ムABC において,

乙C〒 LRす→ Aび _― Bび 十 CA2

1趣緊〕 ろ負影のイ鳳p平ォが,4tの 2
ユ赫 の短にヰ Lけルtはヽこの3白 聯
は ,直 角3角 形 である .

〔費露 154〕 工 5角形 の対「亀線 は ,三二に位建

チ摯登哺H劇する。

言:T罫}マ t:ヒ露ぶ

ムABC it島 ぃて:

A3・==BCttt CA2 → ∠c――ムR

-37
)一
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間
｀
題 5

(1).本口ず負乾 平行42彫 ,煙膨 ,奏形 ,

エオ形の打角線の間に,どん敬関係があ
る″ヽ.

※
、

.Z≧1→ヌ
4 ×

(2)平 行+辺形 ABくつ _つ「導負縁 AC二 に

1点 E.た とソPE■通ぃ て A3に 手 f~「

に引いた二線 お,辺 Dん BOと 入わる

点とでた ぜ注 ■Q′ ADに 平行 1■ JIい

た二線ブヾ,辺 AB,DCと 矢わる点左モ員

ぞ瀾LR′ Sと ,・1颯 嘔じ ′ ′PESDとだフRB

Qこ とlt尋積 7・・ある。

(3)台 影 の 上 な と下 な が 4Cγ′S・ SC晨 ぜ

面積バ :9Crて Rぁ 3.薔きは年 Mヘ

(4)△ ABC r_ぁ いて,辺 Bし の中点、こM
とし,∠ スMBの 2等分線 とABと の入 ,F.左

D,乙 AMこ の2年う呵素とACと の交点左

Eと す た 就 DE//3Cて い
ある。

(3)直 A3負影ABじ のユ角の項黒Aブ らヽ

斜 ユ』OC下 した豊線 の足ユ Dと すルとはド

a SAD∽ △ DAC(磁》ムABC
で ある。

(6)な 辺が :.8π′諄lせ フヾ 2`.5hの 平賛4ュ
形の面積とギ疲の3角形バぁるぃてのな
ュ ぉ 3■ rr)高 さt=何)tハ .

t7)■ 8角 形 五イ言興すみのit,

右の日のように′工かFr/の

ふとの3ギ分点
=結

んだめ

では,■8白影にならなぃ。

どうすれぼ嗜ぃ″ヽ .・

-38



t8)次の員t ABのイLさ 左計算せよ。

ヽ ヽ ″
′

(1,相 似 出 が電 :4の 6角形 の面積 のじしぼ

ゾしれだ け小.・ スォ、さいかの面積が3`ぽ
だ とすれ い ,入さい

`角
形の爾 驚は′年

C,れa″ヽ.

(や)3角 形の3ユの長 さな%ιじとし,下
の式であらわせ晨るとき,・ 次の間に悠え
よ。

α _r_tι =2hλ C=神卜■・・

次の計算色せよぅ

″=(ML■a)L なt(2hりL ご=(浦rト
ス

`α,4,Cの 間 にどんな出薇バぁるハ.

そのようrJ 3角形 はピκ 敬3角形″`。

乳井がなの表で示

す位ととるとセ″

αノら,Cの生うんど

うめ換さぃ o

(‖

' 4図
形ABCDの 片負棘バ貞たす晨ヾ
A3・ 十CD2_ 3げ 十 Aつ

ユ

`■｀
ぁる。

(4・4・)3角形 の3っの中根 五AL,DM,CNと
す れ lt゛′Aじ +3“年CNa=景 (BCヽこ鳥 バ3a)

で ある.          、

″
~、

L R ヽ

`
C

2
４
１ 3 5

3
“

Ｂ 6
3 2 5 12

4
４

， 8 17

‐ 39-



“

3)4ュ の長 さ αの工 3角形 の面積二 衆ヽ

ぃよ。

(.lυ  5角 形 ABし の 中燎 二AMと すれ ば

ハBatt A Ca=2(ハ Ma+B Ma)
であ 3.(′ヾップスの定理 )

(15)右 の日の2っの
工方形のコ積の和

に1卜 しい薫漱 雄

芳 形 た作北 )難
に手 しぃ油積の三
か形

=作北 _

(↑ 6)■ ,十 (r― り,姜 (r+1)=32と
す=3負形は″重■ 3角形ごぁる。

(f7)止角3亀しの二白菫夫む2辺の上め

「
3角 形のE稜の和は,斜辺の

=あ
ェ

3負移の国資 :■・牛ιぃ .

腸LBc≒r-2“・DC 湘た=Bca.cA、理晟た

(1つ 凸4立影スBCD■ と
.ユ AB,しつ ■4手か し

分点tノ R:Lttj Qθ′Q′03
とす3. このとセ■じ
影 7LQQ′の面積:は ,

はじめゐ4セ膨の形に関僕なく,っ たに
4又形ハoCDの面積あたてヽぁる。

(20)員饒 形ABCD^,■ か影 ABEF t
り除ぃたスリの舞形EdpF t環

“

湖置
彰 であ3.この.操作A

:電

`職

ア贄べ洒たけられ

孔 (贅伽 夕と|ま

2toLお貫金にお
手♭、燿形

=恥
じゞ

").1  -・
―

(13)ムハBCにあぃて

^

′乙″キ ∠Rのときlよ っ

3

―― く  40



皿 ソフィストー米

当叶′ギリンヤは,aさ しくぺ′ノシヤの
二迫遠 うけていにド ,紀 t前 48θ年つL)に

ギ リシヤは,サ ラ ミス湾の大な ざぺ ″シ

ヤの人車 をうぢ嶽しってとまいまとた。

その往,ギ リンく はア戸ネ色中loと してノ
ますますだク`えるように象りました.ァ ア
ネlt4に 政雛ヤ商業の中ヾ えた。すでなく′
難 の申lヽ 北 となってきました .そ こて

゛
′

アテネには多ムの挙着脅 集`つてきました.

イオニア学来のせ学者も′ヒ・タコリス学来
の人 も々アテネに珠bて きました。

7テ ネ の人 々 の 生 活 精 神 は ,自 由 こ /AN明

藁竃夕事[夕奪LT」ご子]薫■lT7青
備輩 ::=祇隷にさせて,ア テネ の人 々rt廉な

のある市 民とな りました 。薇らは,漱
"ゃ剰孝上の識 てちすぐ晨た人になりたバリ

)モ のため高機 と受けなけれ膠ならな
くな りました .この 新しい手泉ハらソフイ
スト (電着 )と呼 いルt3教LTがあらわたま

′     41

Lた .薇らは ,砂牛弊′壌学 ,数学,天え
拳島旗ぇました 恭ンなかて"も 教拳 は ピタJ゛

ジス学次 パ靡先からな丼 してきた日の研魁

たはじめましたっ

ソフイストー数ゅな球肩鬼は,フ どの右
んな3間煙いだの点点と4・ りました。すな
わち,た本之コル′くスと二有瞑田供mし て
作図する問題 e

l° 在意 の角あるぃは円測した3年分するこ
と 。    ‐

メ 与えらえた立方体の2倍の体績 た有す
る立ナ姿↓つくるじと6土か体α饉麻鋼題 6.

ず 与えらん た日の面積と,まった 4年じ~い
衝 難 痰 する圭お鷲′また tま化 の輸

回彰とつスることぉ円嶺 向逸 。
あよそ教学の問題Iの中でゝ これらの0闘選
l~tゴ,長Ⅲぁぃだ熟′ヾに:農気よく部減LさォL
た毛の繊あ,まこんでした .



〔定理5ま・]円 は,

され′●.

その直各 によって2半分

円θ

ABI齢

〔定理 56〕  2定 ′ミ左通 る日の中 Nは ,こ の
2定点二縛 ぶ燎 分の受 重 2撃介鎌
上 にあ る.(ス の垂止 2等分薇 体
目の中′ヾ左i3。 )

2た点

ハ5の生

ない3魚 左通 3● は,

1こ線上にない5・ミは
る。)       

‐

に
　
　
　
↓

B

〔定理57]瓶

共点τ
じ
ぁ

劇
〓ＮＢ
皿
岨
‐０‐

ＡＢ

樹

ＢＣ

３Ｌ

は

Ｂ

　

・

・

札

２

．“
嚇

上

〓

“
酬

Ｆ

く

Ｌ↓

ヽ

ｌ

ｌ

ｔ

ｒ

ｉ

ｌ

Ｊ

直2境辮象卜→鋭⊂↓
Ot lら 8t3

日の中|ヾ

(定理57J l豊線上に

唯~石4ざある。 (

1つ の日と決定す

購域 .ス往′円0とがくかゎりに
円(A′ B.d)と ガヽこ とがでむる。

3角形のふこの豊止2■分森鳥
る 。

ムABCにおいて,

l糧尋I.|→1鯖:轟

-42
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腱担お8〕 同じ円または相手 L th円 にあい
て,相手 しいハ に1汁する中:ぜ 角とス は,

また相手い ).

(口 む円 ) ■0にありて,

P〒
'■

ffぎl夏:
円Qo′ において,

電
=讐

卜fr

質
=S9〕

日む円またし相手Lし〕■にあい
て,相手 しぃや

`じ
負に対する療|ヒム 鳥

主た相鋼Lし しヽっ

■0 において,

D ∠A“〒4oD→〔鷲
==

(相宇しぃ■, nQo,:こぁtく 二

(貴酬E60〕  同じ口また●相 等しぃ 口にあい
て,相手 しし〕ス に持 する申 :ヾ 角と武 は,

まF-4等し ぃ D

月0 にあいτ,

ハ6==CP‐〈
.11:畔

(相手じtl日 )

:鷺
: 策省

口)

〔定理6り
'1

る円日:角

分に撃 じ

ttlこ の購 は,

43 )― 一__

つの■にあいて,Iあ るな 対す
は,そ の颯こに対すあ中:ぜ 角の半
t)●

■0 において,

∠ハ::::鷲 }…
→
`AP3■

±4DB

(

JAI鐵とおき″曖κtFa)た2



〔崚 61]薇 直後の上に立っ
である。

η日由は,直角

RO におtlて ,

3

ABl直後 → ∠‖B=∠R

用また:=相■ じtt円 におい

たは
'相

手 しι〕人 に対 する円
て相 宇 しぃ .ま た運itな リ

0 ■0において,

需 →44=¨・ぎ4

0 ■0′ にあい、

fP‐受馬れ→乙滲
=

O RQ∝ にあt〕て,

13=4■・⇔ ∠P=∠γ

t定理
`31 1っ

の蘊膨かにせして2点だ日じ
tllに あ り,し かもこの2点 ″ヽらの線分 ■

竹増鍛薫れ,鵠
:L謝

対麦
■

7

篠理62, 日じ
・

て,同 じλ
=目角は,十ヾ

たつっ

(日 げ 円 )
■    _.

●′ご

(相手tt,日〕

〔燿 64J

角は,

円に内存す34辺形の相対する春
二に層薔 たなす|

,爆干
Dlマ

儀題三曇

A

Jヒ 左Й ビぉき″項:て も晨りたつ,

―  ( 44 )… …__

供 )本定理は′



〔定理L641票 1

外角1ム
,

〔メむ理

“

り蕉2 相汁するイ
浦｀

自左なす4ユ.Tr/は ,

A

円に内暮。する4導影 の 1っ の

そ の内話 に半 しいっ

円0に 内閣卜する4‐L形
A3dDに も 、1て。

∠EBCr舛漁 → 乙EBCイ スDd

〔畑 65J日 目上の1点 と通つて,こ の点と

える半径 に貴二な直線は,こ の町の幕像
であリフ垂血で なぃ止線 は割練ていぁる.

円0にあいて,Tfttnto点

A3上 OT→ ハB:幕線

CD、 oT→ cD:割線

〔定理65〕 票1 日の新 は,円 の中せと凄3ミ

=結
ぶ 二線 に壼 直で・あ る。

円 0卜 お も` て
,

A3:Tにあ
聯→(「上■3

組 の内白がヽ 二 に

Rに 内オ彗する.

4辺漏須BCDにあいて,・

∠4●4C―凛→{鶴
=

45



〔定理 6S珠2 日の導線へ
,

じた倉線 は驀点t通 る。

′″
プf´

~´

1‐
｀ヽ、

、、

/

円 の 中 l哺
｀
″ヽ ら 下 f賞電66〕 甲年の 13打 フヽトら,こ の

".に2つ の導線の長さ警響■ご

`′

1.こ

円の中|ザ ■籍ォ|五練は,■仲臨お

1`    何01こ あぃて′

■191rl:■ {島嘲 0

JI t,キ た

め ,颯 tと

白去 2

０

，
μ

／
′
′

摯
ト

」・呻嘲
ｏ
一

一

ロ

３■

ヽ

ヽ

、

‐

一

一

　

′

／

′

軍   Ⅲ

|1攀11111に‐おtt t′     :

1́171警率
}二 |。こ0菫逸:

等分する。

Tイ

F‐

ニーーー( 46 >――
■・



問  題  6
(り。直後 によって2率分きた o二は,どん

な二
^^   

｀~

(2)三 角形ABじ
・
0ュ Bこ の中点色Mと する

とき,       1
∠ABC+4MAC==乙 R

であるとt)ぅ 。ムハBし はどんな三角r//

ブヽ.

(つ 3彙影ハBcに あいて,Aび らヽ3じ に
下した妻象のえたD,Aなミ5二角形43
ιの外議円Q直後 左Aこ とす″tは ′゙

AB・ AC=:ADoAE
である.

好)日 の黙のラちぞ
―

しヽのは

…
あ

る。      ・

(3)1っの■かり。平行2也線 で切 り■3ルL

る2つ の脚しの口長さは相子しい。

(`)2円の本tミ A,3産 ,海って,2円の間
にはこまれ F_‐ 2っ の饒分 cAD′ EBFむ l

けI■、 CFと DF」■早ィ7て
゛
あう。

登
ヽ
、
‐

―′
ノ
午

ヽ

~フ

＼ ノ

t7)C黒ざュに対幕 する2円 へ ,日のよう

な共ミ詩線 A3｀ た夕|げ康｀
∠ハC3は 止角

である.      _

E

B

(4 rr



(だ理67, 3白膨あ3つ の内自の2紛 線
は,共 点 で務 3.

ムAR'に 31bて ,

ム晟I=|:::卜→Z4,1=ZIC'

鮨L】 I:R:ヾ とい

繊理
`8〕

:こ 由形の1つ の町自の三尋辱■:線

の外角のネ等分鸞Lヒ .:す ,

ムASCにあtDて ,

ff鍛

=霊
■∠BCI朝鷲ト

〔定理 69]

ある。

と,化の2っ

点でぁる.

ヽ
】

共

3負形の3っ の

の.ミ は中鎌=2
ある。

ろ
`

導

熱

２‐‐

燿

嬌

〓

ｆ

ｌ

く

Ｉ

ｔ

ｔ
　
　
　
↓

△
　

ＤＬ

ＣＭ

ＡＬ

“‘

戯]今 :重 :じ ヒ t〕 う。

3角形の3っ の壺線ホ′共 :ミて
゛

五ABCにおいて,

お
l」Lit´}ニデ〉

^,′

D10111'特「ヽ
,

〔性]  ‖ : 豊 :じ とぃぅ。

申線 は1共点で
:イ の快色にかァ・

C

一
Э

〔ヽ蕉奪!701

鮮細  Iハ :ス寧だとい う。

48



〔た理711 日の暮幾と,そ の幕点色通る蒸
二の■す角は,こ の角内にあ司へに対す
る日間由に警|し tD。

円0 にお t)て ,

AT。
:丁わ 膳線 → JTQ=∠AB丁

Q

縦理 71'孫 円。ρ誠と,そ の一端■通る直線
とのます由が,そ の角角の諷哺に対する円
日白に手 しぃならはちこ.の 直線は織線で
ある、             1

Q      円 0卜 お tt′  …

〔た班!721 11颯 七・頭しって1ち の円と交わる2
血練 があるとき,各直線上で,こ の

`颯
″ヽ

ら円との入。点にし〕たる饉準 の積 は相手
Lし ).° ・

,AB′ CD:六
}→ J′P3→

`゛

FD
ABnCD=P

口0 において,

ALCD:誠
}_→ PA・P3=PC・PD

A30CD ttP`

〔た理72J茶 1 1黒 hこってくりの 日と夫わ
る任意の二練バあるとき,その点から2
つのた。や、にぃたる距離b績は1定ざぁる.

口0 において,

権鷲}→い薇
=:爾

:

3箕鷲}→ ]・:B=ぶ
｀∫lllil::}→

ο
TttA3

（
円
　
内
）
　

（
日

外
）
Ｐ

（
円

■
）

（
円

外
）

T 
‐‐

( 牛9



（
■

■
）

嘱無理 72J薫ユ 1魚 Pa通藤 2血曇があ●ユ
.

き,と もに2の 反対■嘔 また iま Flじ ttl F′

PA・PB=PcOPD供 る点ハ,3あ
`″

C,Dパ

あた lざ,4点 A,3,C,Dは共 rlで ぁる
`

Pハ Pヽ3=PCOPD→  A,RC′D:共円

7A・73=PC CP)‐→ んtrC,D:書円

〔定理73' 日外の1点 から,1つ め暮線 と1

つの鶴蛛ヒ
=Jlサ

lお ,こ の.や びヽ`ら椰り亀た

の九ミに至る睡離0績 は,■ ?点から■

点、に壼る隣封隆の平力 !=牛じ|)・

円0 において,

tた霧
"5〕

飛 1た o颯 ?五』L32主嫌おぁると
き,そ あ 十方 の直 線 上 ヽ ア 点 ■日 げ僕J
に2点 A,3が 1あ り,佗01菫線上|に 1:ミ T
があうて, P4・PB=PT十  ならは゛

,PT
lt円 (A′3,T)の線 ていある.

PA・ P3日PTa_サ OT ttPT

鮮 理 741 2■ 0,0'の半L後産r,T′, θO′の長直

Lあとすた :■ ,っ ぎ
｀
の関係六諮ヾ た立す■:

t達も武ユする。)

|ザ
:α91T〕

PT::潤詢目L

PA3:鋤線}→ 疇・pl=PT島

（
令

雄

）

（
丼

棒
）

９
（
相

贅
）

（
口
多

７‘

ユ0 )―

おぃめよ>r―rl



〔定理 741の 希場燿

〔H・■11 2円 翻 鴨 じ亡′農 黒での夫

通劇日は感唯-4家ごある.

〔H・ T・2, 2nバ構。す3と
。き,2円の中

Nt結ぶ二線 は籍魚左務 .    1

Sl.



12)佳薫の
=角

形あ∫
`じ

(3)ム ABc にお t)て ,

1 日1じ 色二とすれは,,

左年 口せよ .

∠BIC〒 ど||‐1■

.問 題 ‐7

(1)二 負 三角T′ の外 lザ は,斜通 の中点 て
い
あ

3。

(7)=彙影の牛ユ011二

「
、花のi辺し、

｀
ら

竿駆離にぁるときはP Lの |三 角籠は2竿
ユであるょ

(3) ///4PCD の夏:eC′ c3,中、督.こ t
晨だじtP,Qとす薇lts:D AP,AQは 村 A

I 練ED=3+分する。1_   ‐

(9)正三角形薄 鮮lc t内 :」 、まだ′妻 |ヾ

｀

はT致:す る。               ■

像0)RIだ と亡ヾとの■致する
=彙

青:二・三
二由

「 ,て 'ぉ ろ:

{:1)三 1影A3じ の角、A―の2■ 介筆.り

°ヾ
,3じ

とたわる魚 左b,… ユ矢ある。ミ左Eと

・「′ti■
1

A3・ AC ==Aう 。AE
A3・ AC ‐―AD二十BD°DC

である.

4A内 の雄げ
=ュ

ムとす″lは 1

`D颯

二́ R■ 井二″

件)ム ABし の豊:ヽ た`Hと するとき,41り

'「

1‐

∠ HCハ ,▲ Hハ Bの妻lせ はどこ|か し ||‐ |

(5)△ ABこ の内,ぜ ■1)イ撃ぜ■‐L,I.,1こ
とす3と t 工はムLL二 のJL雌 ていあもニ

(6)∠ ABこ のれ 3Cの 調翼卜りヽら1湾ユ:ヘ

下した壺線バ呼礼 ぃzき は ,ハ 3=4Cで
ある.

…… …1( 52 >___―・



|‐導お避‐罵:肌難:i:T
とすォttt・,    |一

日・N澤甲3 M ttd N

て
い
ある.

(13)日 1円または相 手 しし,日 にお●で,その

広 残 きは ,日ぁ中時に1鵡礫 職 たI止
各 は最大の拡:ずめお凛 なノたつo

(143 ムABC椰おいて′ BD,3E体′
角 3の 3

‐ 1嶺翻際,cD,CE I二 由この3撫 であ

つて,こ ふヽ 3‐じ―にコ九ヽオあ点とす彙べ
∠_3Dこ ‐ ∠巳⊃C

ずあろ、

(:J〕 名 o日喘 ハ031C.2E職 再嵐■11=,18ヒ

ハごな質0月麟剰象・

A・F〃 3し ,0■D[

2oAE=颯・ 1
てヽ わる。

わ 角o人
=tt

貴 漱 r戻 卜
。

O ■ιBD

o43CP.

_一―く  53



f嵐寝 7暉 _円 由
=れ

■分 す番。鳳
=崚次 it綺ヽ

κOできるyL白静■フエー■1自彰ず略‐●.

目0 において,

11議瞬[}■艦獅:鱗

目0において: |

秦=た tⅢ

'

〔糞理!7`J黒

1鷹
Lし ぃ6.

半径Fの■o日 ■,2=か に

RO におむて
=

S‐
"た

F

円■0■t

〔卸軍7,7J

.■ 3.、 1

|■

半機オo日の画1検嬌:|ぶ||‐ であ
´          )

円0・ たちいて,

S。 守lt十

S・1■■0長き。



〔薄鋼L77)飛1 月の面積:は ,直角垣はさむ辺′
の長きが,それぞ北報 と円日に等 しい

止角三角形の面積に手しい。

S.墓 SL´

Se=工fS、 基与2EI・ F

11由L77〕原2 円の面積はノマめ円の半径の

左半後2ナろ円め日に,その日の半径

■″`けたtのに手しい。

s。_ド錢oηo.mだ

〔颯EE77J京3粛形の面積は′スo長・き~各
との機の半分に等しL3,

′ r― 、、
′          ヽ

Se==告 4T

詳

- 55 -



問  題  a       ′
(1)次の図形の辟線の部分の面積塗求めよ。

ただし円の予律は
「 ,正方形の‐にはこと

する.

(2)中げがθ,半 径がドの日において,日
間上に半径つ長 さに等しぃ訓:A3■ 初 リ

と1こ中)4AOBIま 半各 の絆m■ かかゎ

ら●・・一定Pで ある。(こ の下たの角の大専さ

■1ム友夕みは l Rαtta■ とぃう。)

島 =rA 
∠ハ。3=“伸誌

.

(3)  l Ral

る・こと を前油Aせよ。

56 )一
―

・

, IRこよ=180°  て“あ=塾

°

■

χ。ひ。1色ボめよ.

′

―



(4)半径「 ,中 :じ 白θ
さ1は 。 ィー=rθ

lよ 。  S==去 rη

劇[の 吊膨のユヒの長

で寺もえら″t,面織is
で与4え ら晨″ろ.

(7)大目の重後上 ltあつ

バら人「1に 内待。する2
は人円の日と尋ttゝ む

(8)下の
'図

は ,歯
る方法を乗 した

考えよ。

て,‐に月諄キしな
つのノ|ヽ 日の日の和

2TLヽ +2■L=墨 21R

線で円の面積左5子介す
もので ある。 ての理 !由 左

(5)∠Дが重、白でぁる直角三角形ハdCの
′各ュニ に,△ ABcの知劇に各こと直後 と

する半 円左ブヽlTが ,AB上 の半円の口積
とハC上の半円の面積 との和 :よ′BC L
の半円の面積 に事 しι)。

(6)∠ A″
・ヾ直角でもある直負.■角形ハBC の

各辺上に,SCの 日ご相1に 半
「

1左 ″ヽ け心・
｀
2っ の日形の面続の和 は,△ ABこ の脅

度にイ。しい.■ヒだノンテスの劇 3つ の 円の半雀

大円 : R
中り1: 書R
′l、「| :  きR

(9)右 の画の直口錐
の4All面積左ホ

“

1,

´ 5T7  ト ー‐

―



(0)円の直矢する貞律二 AB,CDと す 0・

D三 中lヾ にAD色半像とする日と,0
とのえ点tEた する.

AC3と AEBと ざ田よ′した 二 B月影

の面積 は、△ABIDの 面積:に等ユしい。

3 s.1=s▼

つ

(11)下日のように,ロユ`L蛛 ずできたに

幅の導路の面積 lt,道路の中鴫線 は さ
・

(■こ路呻 た″ヽけたもの lミ十 しい、

線分とn颯でてい●た図であ

フの面層い呵ttヽ しとなL
(12)下の出 は ,

0.a,4,2
日1せよぅ

(:3)及の (〕 にあてはまる右】霞矢ltヽヽ ・

AB=2′ BC=4・ なる長身形の自

寺t ttAか らの距彙だ 2Fと 4の

FElに ある部りつ面積:は ,

1〕π十〔〕(√両 -1)ヽ

て・ある。 (37点大 事`い

____く  58



lA‐本作図題〕
ソアィス トたちは,こ のような図 たかくの

に使乃こ尋盤′たなとコンパスとに制繰■よ

した.そのシニ,たヽ武造黒とデ|く ためにた"

lす ,コ ン′くスは円なえが`くと
=た

'け ,使うべ

=で
あると こました .ご うした備り阻のもとび

彼 らば作図F.7題も熱 l電 に厨 嵐しま した。

1'世議已にな5よ であ嚢 建 義
°
たちは,定本

と.コ ンパス蒻 ■ョ潔 ン着え,こ の2っ 産

僕 え1奏どκむ作 図題に も`絆 倒踵 と確「じていた。

このようなサ́ 遭抱は,かのもPatの解にぼう

えな方ヵ 五資≧ヽ` すてこまいました :

わオヽわ晨 |よ ぅしの蓄共的な選襲、事有撃員僕

うとしヽう制限ユはすせい ,~般角あ3牛分も

簡単に年けるこ∠た乗じてみようoなお′作

口題 :こ興 味″逐無鬼
`よ

ぅ

スこコ"'い江フスキニ着 キト 体藝′決

定

^に
よる作 図  東末:鶴書 教 単新竜

コストフスキ~著 慮 野1沢

コン′ヾ人 による作 凰 東え凰書数学精吉
・

でり群たしなとぃ1

“

ヤ島睡1〕 与えら多tt線分量2牛芥せよ。

A‐       ~~‐ 3

1作 凰導 21与 えられ た点 から,与 え らス た

山緻 に■線 五Jlけ .

● 1

t―一―――一一一一一――

絆 雌 3〕 二 ぇらえた角
=2半

分せよ。

ヽ S

鮮理題41 与 えぅにた止組 の与ぇらルした

点t亀って,し たと与えう力とた負さなす

直線■仙 せよ。

?

―一……―( 5q 卜二__T



trt日題3]与えら″した■練外の与えられた
点 色洩って, この二線 に平行 な直線 左み
〔す。

t作図理8〕 与えられた長洵 と面級の手し
い工か形 ム作 図 せよ。

確 図鳳gI 埼ミら″した線かと■半 分せよ。

い‐5)

作 図題lo〕 与えられた績介t夕 与えられた
ししに肉が入臨得分せよ。 (織 慎〉

~

●F

二

"FE劇

16]与ぇられた多角7//■面積 めヰ じ

い 3禽形 左作図也よぅ

降¶題7]与ぇられた3角形 と面積の等 し
い長な形五作図せよ。

3ハ

慎

t

―

―(  6 0 )―
―



絆攀通常1'■えられた凛分
=減

二しておそ

|の上に与えられだ魯二含む尋膨を作図■
き。                 |

4-R

回

□

回

印籠騨職1211導えられた点から,

ロヘ凛卜隷壱JIけ .

与 えられた

?´

rrt■騨塁,31

tJlザ .

ロ

与えらにた2つ の日に去通島漁

□

_   
。Oi

` 1   )―



問  題  9
(!)3っ のこの長 二綺 えて

図 せよ .

,三 角形 宣作 0 1」と亀与えて正方形ム作図せよ
`

(5)与えら矛ttふ褻2雫分せよ

(2)22と ,そめ夫角五二義t
作 図 t■ .

(3)14上 ,その両端 :こ あヶる肉角込与
=て,三 角形 t什口せよ。       |

``)与
えられた円の中:ヾ 二飛あょ・

:三 角
"=

ハ

")‐

与えられた言目上の
1出議・L二|け・

イ 。良ず この円への

ト
ー―

一く 62



(3)与ぇら1し た2つ のエオ影のコ増:の和 ,

えは建
=薔

郷レす3エオ彰た作闘せよ。

(1)乙A03内 に1点、アが与みら解_ァ い0っ

?t通う |二棒■引tt小 ″ OA′ D,
と,拠わち、ほtやれそ

。
人L.Mと すると言,

?ブ LゞИ の中点にな3よ うにせよ .

(fo)ムハ30oユ Bし に平FF直線laき,

AL ACヒ の人 点 たそ点ぞ購 C二する

と言っ
 。こ ==3D ttCE

Lな 3よ うI■せよ
`

(11)1績 点から出 52辺の`長:=ヒ″中凛り

長 t諄 えて,三 角形trf口せょ .

(12)三角形讐与えて,5だ左作口せよ.

(i3)1人きき,ユなる3っ あ円の関僚仁
二二運璽ボせよI(いく` くL):

～
63 )‐ ニー・



L所 鬼 NO。 1]二般角の3半分
妹 とコン′ヾ ス左右 限回薇う と

とはすせl→ ¬慢に自の3牛かて・
色漸蔵tくみま しよう。

日  た示 ヒコン′ぐス L無眼日夜っ

回 下昭に示すよう
3学がでをます。

なユ纂 t使って,角 の

理由
=汚

え,ご・ ・
Ｒ

と

制

ミ

一，

３

い

生ご

やヽしよう。

上回 て: 6d.:∠ハ03の 2等分線 緯外、・ パ ス)

々に, O Ct:∠ハoceの 2等分線 (・ ,“  )
更 :・′  0亀 | ∠Aοこの2繰    (″ ′ り )

このよう■繰 作なく)かえいこぃくヒ OC熱 はどう象3ざ缶

うか,tた だこ.οCは ∠ハ0303年か餞とす|。 )

(ヒ ント)乙 Ct。こ′∠CaCC′ ∠C80C′ …‐・′∠Gも0`′・・
`ヴ
ぃに.

て角23

―
 ξ4 -

型継 左作つて, 次 の与えられた白■3学



Wプ ン トー学 K(P蹴 。収7～鉾予Boc)

すラミス詩の着状ご,べ ,νシャの大阜a
あり ,ギ リンマ:瀬矛

^ら
歳導入2北ぃれっ

くさ0年 )アデネ左申:い にん化も産業 ヽ栄え

ました0と ころが ,7テネの凡主々蚤メ針

してスパノンタの責及主義 は,な に↑ ttつ け

てスロし,つ いに,、 日だネソス蠣性 とな

つて〕431年から4鋼与まて`戦 t3ま した.

篤暴は,ァテネの欺北よ fttり ました。し0｀

し,7テ ネの回は刑Щ除 したが,丸掌 ,科

学、苦学はますます氏んにr4・ りきレ■.そ

して ,あ の有ん なせ学者 Sakrate s(463‐ 3"),

この井子?lato字の学たが縫 tと あらめた

たので こ.た 。

?latOは sokPatesぉ轟棋されてから,誌「ロ

■旅行 し,多 くのせ学者や数鞣 とたわ り

389年吸帰うて:ア テなのアオデ` アの森

に1憾議 ほき,井子の巻戊と木 五tKご ヒ

に生燿 ttざ 中tじ たo律は,日
"の

学rol,

摯何学と非常r_人ンにし,獅 ま由 ト
イ

‖ 犠奮鞣4曇轟Tl亀難.

?latDは ,そ のカテたちに主⌒ゎ研先■すす

めふした。今まで躊〒なさメしてし:た ピラミリЧ

平多面体の他た ,角′社 ,角摯〕聾主〕円年 を

ゴ毛腐 にしまし■
`?lato蔵

漱:学の事間れて“

なかったか、 このこう曇夢着・て“餞振 IF f403″→
お右名でいした。後tt′ ?ltoヒ 同じくッhPaS
学来のA鍬りむs t40″30の 承え

=ら
す′きた,

71at。 と一 しょ tェ ジフ・卜に触点3し
,,弔菌L

て,シジクスに学皮 =間
t,■ た学,熱僣勇

医ら 六 律撃 たなこへ,と 4に響 でIt,t
例の理蛉卜,角ぶち 負■主, ロボニ,日鐸L,翼れの体

療手 左所 えしました .

巳uJoxusの Flたの中ご有名なのぼM“ C《幅iS_

(375‐ 325)ざす●薇.は のちにバま為品のむ轟 tX
りました.ア レキサンド′ン人キの先生になリ
。ました。ある

°
日入中に

“類
学に葺もはあり

ましん′ヒいっt情は有名なす。薇■ 直ゝn
錐

=い
ろいうな平面ざ以アつ

゛
たコnめ 歯鵜L(円

錐 歯0■ 層先∴ よしたo

65 -



〔処理 78)2定 点、″、ら率距性にある薦、の軌
瑯構夕これらの2点 を結ぶ

°
線分の金菫2

竿分線ズある。

|       ~

tttl単誅け。河瞭れて'かくことにしまtぉ う。

(費理791 相矢ゎる2直線から等距離た島
る点,軌謙慮)3メtら 21直線tの なす角二
2半分す32つ θ二線である.

tt理8o3 た上線から,~たの星晨継にあ3
点の軌跡は,そ あ止橘 らヽ竿性書1に あろ
2つ の上新ぎざある.

(定理81, 与 えら″tF線分いた一定の角に見
込む1ミ あ軌齢tは ,そ の線分庄ジととびと,そ

の定角ム含む 2｀フの尋形ごある。

一
く 66 トーーーー



ttJ夏 8Z〕 2鎌 からの距離効比 か,1
で■ぃ与ぇらえた吃 に率 しい。れの軋

諫 は ,.こ の2燎 もと結ぶ線分を,与
えら夕tたルしに内かおよひ

゛
/拓肖ドる点.

■豊径の両端 とする日であ『・

tAP701。 niuS01)
ヽ

ヽ

■

■

ヽ
ヽ b_´

′

API BP一 Ц l■

_― (`6の 市

「



回 転 体

ある閉曲線が,ィ 直線五軸として1回転
してできる立体■回転体と呼″ましよう。
このた義 に代うと,直円J津′二仰鐘♪球 環́ rJ

ピは,次のようit作鳳ごきおす、

球,平 面,導 円彙 の関係位二
鮮墳丁〕オン平爾とは,ただ1点てお る。

鮮賞Tl l史点″、ぅ球への雇目象は長醜に
'|ける。ただ し,た 1に から杵 点までの 距離

lt一たであるo

fal■賞爾〕 減バ`止円鐸:に 内藤す3と き,桟き、
‐は■になる.

―
t 6F7



〔桂贅Vl.2フ の球 が・直日剣日=内椿‐するとき,

廿莉2グ 2っ の待点、てつ″りと

らたる能 れ 長 さは相等し
い。 この均 りとうよた■線
群は,二日禽自の償嗜口左形つ"

くる。

〔趣 331直円錢費メその傾針が薔線とな面
とのな寸角よりもノtヽ きg、平面で・切るとタ
朝日の曲機 は嶽 nで ぁる。

鰊劃博4J直円錐■,そ の順斜が響線と節
のなす白に等 しぃ平面で朗るy,功旧の
曲線 lt承物線 である。

〔定理89重円蛙左,そ の傾斜が母紳にな面
のなす角より人じ言ぃ平面で功「32,塚「口
の出線は眠曲線である。

―   ( 68 トーー



題間 lo

(:)上線 XY二 た ,ィ ュが■の長さの工 3

角形バころが るとき,4頂:点 Aの勃働 tヽ
集めよ・ え′その長さ菫計車 せよ.

12)直負3角 形ABし が′ittχ Y i tこ

3が 3L彗 ,3重点の勲J略 求めよ.

(3)4ェ の長 さ負の工切 が ,島緯XY上
.tt3が るこt, 4T費点の識 の最 さ書

普お よ.

“

)2こ の長 さa,こ の矩形容 ′豊棟 xY上
なこ3パるとき,春頂点 の様騎嗜 求め ,

その長ti封算tよ .

(5〕 良燎 xヤ 上の線分ABム 忠辺とするエ
3漁 予A3じが,XY上 とlm転すると言,

なュ A3の 中点 Mの 画 ム由様tt亦 き ,か
つこの歯像とxYIの 間の面宥継求めよ.

(6)1ュの長さ″αの工
`角

形バ)1豊焦
二さころパるとこぅ11質点の軌誅ちやめ,

その曲線と4島線とでかこまJtた・部分の
磁 二講 tよ 。

′         ( 69



IFニユ槻i菫戴11役跳諜F
xYでぃこまltた 部分の面積ム繁あよっ

(3)1ュが 4C静1のけ 滞ど,誉森 (13■8Cち

3C=?cttt・ 正3角彰3cD3)上 tt3が・ると言′

Pこ の軌誅 と日示 し,そ の長 さ L打車t
よ.

(?}長 か形Kぉ ぁる。Kあ まサ■に:こ れ
ヒ/Onな長か形P二次次に屁が

'な
3よ

うにおわして,4口おける工きヽ 7内 ol
点Aot咸 走ュかす。ス,こ の選,t燿いヽ
にす 3に は ,A lt?内 のどこにとえ ばょ
い ひ.

.A Pリ

K

oO〕 5角 形 A3CDE(正方形・13角形り試 )i′ 翼ρ

長さ日 r tacm)の 正

`角

形 の外411t口 9
ようによゎすと:き ′

ユCDが再
・
ダ正 6角形

の 1ユ ニ書 な3位位

にくるよで'に ,正 オ

形の中 |ヾ 0の 負ρ t
比 tか け.ス ,そ の

金そ■求めょ .

)一

E
Ｆ

　

一一¨一一
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T'アンクサンドリア撃来 E“dJ ooo↑ 鶴Lhed“ ,0,1

ベロ鷲ネ ソ八戦役で ‐ れたアデネも璃につた

不パツタも ,と
゛
も に注 れきったところたノマ

ケ ド=ヤ ″ hiliP(382-336)に 襴Lr■ さえ て しま

し〕ました。■ilIPの 子 ALスコ職de卜 (ぉ
`～

323)は ,t
界奮L腹■た、して, lDぼ イタリアから,にはイーン

ドにぃたる大 きな回れた二設しましF.を あ

て ,エ リフ。卜の アイノ 〕tlの ほど り にアノタ サ

ンドリア ■呼′Jヾわ tブ く リギ リシで のえ明 =
わ ,に しま

・
した。

t tt Xえ ,ァ レタサ:ン ドリアに,1政:増′繊
井′:スJ婆 ′芸衛 ド・斜単′せ単の中ヾヒじ2刊k
えた口100万 に近■えお市になつたヒいわれ

てぃます。
■■教ヵJer人二:の 晃往.t,じ のアレノ アゾ

ドリアは,エ ジプ トあトソミーニのもとざt
すます栄た,日酵の学問′縮 蓼もフアレタ
十ンド・リア単糸小らE“J∴ 劇thぃeJes tピ・の人

攣お の風‐ によって′ 万庁先
"ヾ

たいit繰 皐じ

女
=.
Lcl:Jは ,集何 学亡覇前的 に春とめ あげて

'■

巻め・反本・ L琴ざ人3吉均 t着しました.

そノt■来 この普物は,1"θ年倉りの間′員彰
のな事的な教科書として世采各日の人々に愛
詭されました。粽 ポ は」

‐
漱燿に熱幣 ど嵐錢

たてること ちここうネてりますの■
S, トレヽ二`

三グ
″
標本 まあんゴシくさ 卜ヽパ・′も っ 払楽に

黎打学t学響す5■ 1■ |ぃ かノと・E“J:』 に層さ
ました ら,彼 は “■MT事 に′ 三二ぼぁリオ

“

.

ユ堪ぇた とぃ ぅ」進先 がつた わってぃ ます.

Aぃハ1凛edesの こと:ぜ つも》ては,嗜 =ん も′
二急 バ幾虚 ていな い の と几及 つ た灘 ,軍儀。た歯

車と網ず違″kき せたもなど`関し,て い3ざ rよ
‐
う。

イttt′ マ′/t,ンスのりlい たコーマの人軍ガ,

・ンフヤシスの町 t攻あたとき′ 口静の層尭上に.

無中 して、〕て′ ローマ撃ヨ■J腱言Jtて こまし〕ま

した。餃鋳で ,ノ t′νえ:ま ,部下がA"た :、eほ と

殺 しれこヒ
=人 気な介バ‐

|・ ました。供の熱何
学であ肩先は,日 のi軌 ,裁′球 帯,球帽 ,

二日畢など・の友面積
・
,球′上円筆の体射tな ど

であります.

マ :



(瑯理86】 豊円錐o半各 おょび十線の長さと ,

そ4ぞれ te、 立す■はち
佃1画横 =嘱威 ,表面積=πい(1+り

・である。

使理87]道 円毎l曾 の両な面の半径およず
青線の長さ亀でれぞ t́r,L′ tと すれば

側面積 ==π (1+tメ ==2に祀 .

ただしr:両虞面から零疑E性にある畿日の裕 .

(定理88〕
・
長 さ毛の1っ の線分の日―平濁

幕分毛の1犠ザヒ驚笙亀Elぶ《L黒糞|
との英わ乱ミとのEE離:=た とする.小4バ
XYの 日1)に 1回転してでき3羹積左s
とすれC  S-2E4ど   ていぁる|

〔定理89, 裁帯の側面積は,大円あ日と高
■ヒの積でぁる.ttta80rasの僣見)

72 -



〔定理9ol 球の知 績は
,

子しである.

人円の面積 の4 00理92〕 球中日の表碑横 Iも その中|ザ 参う′
ム円の間上の 1.黒 に三●産彎艶半径とす

る日の預ゾ資に等 しし).

抹130未耐蹟::[}_→
SO=≦10

請案
りの

I涯

(定理91, 半各
あ る.

Pの求の贅Ч責|二 , 々 ¬しい3て゛ 〔に理%〕 嶽b友面積は
,

重円織Ю全表面積の%
そガtに 外暮する

て
｀
ある:

球の熱蔽

直雌
面積

Ｓ２
一３〓０

Ｓ
↓

ヽ

Ｉ

Ｌ

Ｉ

Ｊ

Ｏ

　

　

日

Ｓ

５^
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(定理941 球のへ横は,そ れに外織する■

円社の引M簑の2/6て・ある,

暉聯暖狩SI 半減に略 する重用準と,そ の

半葺機 ,そ の半求に邦凛する二 日維 Lの

特 の叱は, 1:2:3て場 る。19〕4薇殊)

聰一多L
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あ とがき

継 鷹ぢは ,日形 の単間ァ織何 学が,ェ ジフ・

卜のアイν河のほとりit生れてから,イ オニ

ア費島, 議部ィタリア″ギリンブ tア テネうと,

つぎつぎにfFさ れながら,だ んだん民真 して′
ふた ,も とのエジプトのアレクすンドリアヘ

主糸に r.・ って帰ってきたとこうまず 2に菫 t

寺 ヾr学習 しました・
′ミリがえつてみ ますL,最初 は土地刻景の

賤薫 から生れらイク リア ,ギ リンァに
'友

クく

実用色 :ま なえて育ちました。それ は、アテス

のたたの生燿 が,叡爵日 のユ にうすたて らム

て ぃたから強直事 も白燃Z失利 失 nムら韓れ

たので しよう。ぜすか 3当 時も ギ リンァスイ6
:ま 〕ギ リシ7の 地 0年 の走まい 1装郷′tュ
慢ρ 中在サ ていはぐくまたました .

‐とこうパ ′乱ヵ耐″爆 の青性と共 に,大

Iの 仁ムとし3,ギ リンア遍イこの栽テ‐はキ″ヽ

た。ア テれの虫生 たた えて,‐アジァに,コ ー

ロッベ r_,ェ ジプトに花t咲こハ七ました・ そ

れは,ギ リシア時べの利踵貯

"な

ものこ出たし
て実甲

"な
か面へめ特晨色亀床とました・

その薇 ,戸 史の琉札と失 に,コ ニマ,コ ー

ロツパ 拳凛lソ , さらに几事に民長たとiれ て今
日にぃた りま した・

しか し,こ の ノー トが衆 り1■ も)た鼠 中ヾ

にできてい ためで′盲 tん 産,日影 の生 ぃた

ちの戸 ス

"十
影 からのズ 然権 ■みのパ しバち

だつた外七知
～

諄とん .毛 じ,こ うだちたら,

面洋鬼ユ,よ んで, このィート
=理

解ぃしなおこ

てほしぃヒ思いますb       ‐‐

こうとた ,2衝からの理 絆おこ しτめみ ,

琴議
「

蓼は′書tん 白夕のものとなり′■に ,

発晨ttる Lヒ 町 ■こなのて
゛
あ )ま すじ 「

私は,こ 4tに つづいくノー トゼ》ケ おで 嗜ヽ ・

■んが洋習され た 特 鴫"t邁上て,ぃ ぅし・

ヨ『 FFiFご :駐
h31曇

ミ :rT
ネフウスのた理 ,回転各勤 ,5色鱈坦 などを

ス及ってみたぃし翼鵡 ます[

-75~)
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